
－無人航空機による農薬空中散布－ 

３．だいず 
・殺菌剤（参考農薬） 

ＦRAC 
コード 

薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

11 アミスター２０フロアブル 無人航空機による散布 収穫 7 日前まで 2 回以内  

1 トップジンＭゾル 無人航空機よる散布 収穫 14 日前まで 4 回以内  

・殺虫剤（参考農薬） 

IRAC 
コード 

薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

3 トレボンスカイＭＣ  無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布 収穫 14 日前まで 2 回以内  

注1） 使用回数はその薬剤の使用回数を記載しており、この他に薬剤に含まれる成分毎に、総使用回数が決め
られているので、農薬ラベル等を確認してそれを超えないように注意する。 

注2） 薬剤抵抗性の出現を防ぐため、「FRACコード」や「IRACコード」を参考にしながら他系統剤とのローテー
ション使用を心掛ける（「薬剤抵抗性管理」参照）。 

 

注） 乳剤類の散布は自動車の塗装を汚染することがあるので注意する。 

対象病害虫 防除時期 防  除  方  法 注  意  事  項 

紫 斑 病 開 花 終 期                                                                                  
粒肥大初期                                                                               
（米粒大） 

［参考農薬］ 
1.トップジンＭゾルの５倍液、

又はアミスター20 フロアブ
ルの 16～24 倍液を 10a 当り
800mℓ 散布する。 

 

1.地上防除の項を参照する。 
2.アミスターは浸透性を高める展着

剤の添加により薬害を生ずる場合
があるので、添加しない。また、り
んごの一部品種及び幼苗期の非結
球レタスに対して薬害を生ずる恐
れがあるので注意する。 

 

マメシンクイ
ガ 

幼莢期～子
実肥大中期 

［参考農薬］ 
1.トレボンスカイＭＣの 16 倍

液を10a当り1.6ℓ 散布する。 

1.蚕毒及び魚毒に特に注意する（特別
指導事項参照）。 


